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2013年第 68回国連総会において，2015年を「国

際土壌年」とすることが決議された。その背景には，

地球規模での気候変動や自然災害の甚大化，環境の劣

化が 21世紀を迎えてますます懸念されていることが

あげられる。日本ペドロジー学会は，前身のペドロジ

スト懇談会の発足から 50有余年になり，土壌の「な

ぜ？」，「なに？」を問い続けてきた。土壌は生命を育

み，生態系の基盤となっていて，人類の生存にとって

欠かすことができない。この機会に，我が国のペドロ

ジーの役割とこれからペドロジストがなすべきことに

ついて深く議論し，「国際土壌年」の先にある土・ヒ

ト・社会のありようを考えることを本シンポジウムの

趣旨として開催した。ペドロジーが果たしてきた社会

的役割，果たすべき課題について様々な角度から掘り

下げることによって，2015年，国際土壌年を超えて，

私たちペドロジストが進むべき道を見据えていこうと

考えた次第である。このような観点で，久馬一剛先生，

永塚鎭男先生，袴田共之先生，安西徹郎先生にご登壇

いただいた。　

久馬先生には，「草創期日本土壌学とペドロジー」

と題して，わが国の江戸期末からのペドロジーの歩ん

できた道を，土壌認識，農学の中の土壌，農芸化学に

おける土壌・肥料学，土性調査事業に始まる土壌学等，

詳細にご講演いただいた。わが国のペドロジーがどの

ような変遷を経て今日に至ったかについて深く知るこ

とができた。永塚先生には，「我が国の土壌分類体系

と国際分類体系との整合性を目指して」と題して，ペ

ドロジー学会が，今，取り組んでいる「日本の統一的

土壌分類体系」の確立にむけて，解決しなければなら

ない分類学的課題についてご講演いただいた。袴田先

生には，「『土の百科事典』にみる“土壌と文化”」と

題して，丸善出版から発行された『土の百科事典』を

通して，「土と文学」について，また「土と音楽」，「土

と民俗」について，幅広い角度からご講演いただいた。

安西先生には，「土壌断面から作物生産性を読む－ペ

ドロジーの視点を生産現場で生かすために－」と題し

て，生産現場において，土壌断面調査に基づく土壌診

断事例をご紹介いただき，さらに，土壌断面観察から

生産者と話ができる人材の育成についてご講演いただ

いた。

今回のシンポジウムは，国際土壌年の幕開けにふさ

わしい非常に意義深いシンポジウムとなった。ペドロ

ジストやこれからペドロジーを目指す若い方々にも是

非，ペドロジーの意義を考えていただけたら幸いであ

る。
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